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特集多目的意思決定

対話型多目的計画法一一方法と応用

中山弘隆(甲南大学)

効用理論の最近の発展一一記述的モデルを中心とし

て 田村担之(大阪大学)

AHP と重みづけの評価 大前義次(茨城大学)

公共部門計画問題への多目的数理計画手法の適用と

問題点 中村正久(滋賀県琵琶湖研究所)

大規模システムの多目的問題島孝司(金沢女子短大)

連載楕座

証券投資技法一基礎と概要 石井吉文(日本生命)

論文・事例研究

エントロビーによる道路交通流情報

岩崎洋一郎，定方希夫(九州東海大学)

編集後記・ソフト・システムズ・アプローチと L 、う特集

名は 2 つの意味を持っています. 1 つは，人間を含む

という意味での“ソプトなシステム"に対するアプロー

チという意味です，企業組織とか社会といった入信jを含

む，いわゆるソフトなシステムを取り扱うときには，人

工システムを対象とする場合とは異なるアプローチが必

要になるだろうということです.他の l つは， ソフトな

“システムズ・アプローチ"という意味です.従米のO

Rやシステム工学のアプローチは，目的を所与としたと

ころから出発していましたが，そのような“ハード"な

アプローチに対して， 目的そのものに対する議論から出

発しようと L 、う意味で“ソフト"なアプローチというこ

とであります.すなわち，“システムズ・アプローチ"の

対象がソソトであるということと，方法論がソフトであ

るということの 2 つの意味で‘す・ソフト・システムズ・

アプローチは，現在英国を中心に，盛んに研究されてい
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ますが，今回の特集の l つの特徴は， Hull 大学(英国)

のおLJackson 氏からソフト・システムズ・アプローチ

の現状について寄稿して L 、ただし、たことです.氏の論文

で引用されている多数の文献は，この分野についてさら

に深く知るための指針となるものと忠います・さて，先

日，米国をまわる機会がありましたが，そのときに気が

ついたことの l つは， コミュニケーションにおいて“凶

的情報"を効果的に用いているということです これは，

自然言語よりも“図的情報"のガが， コミュニケーショ

ンの手段として効呆的である，すなわち，ある意味内谷

の表現手段として，普遍性があるというミとでしょうか

・「オベレーションズ・リサーチ」でも，昨年 6 月には

IORの凶解」とし、う特集号を出しましたし，今年の 4 月

号では， I グラブィック ORJ という特集を組みました.

ORの分野でも，このような“凶"を用いた説明が今後

ますます重要になってきそうです飯島淳一)
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